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水
野
杏
紀

『
易
、
風
水
、

、

生
、
處
世

東
ア
ジ
ア
の
宇
宙
コスモロジー
』

大

野

裕

司

中
國
學
の

史
か
ら
い
え
ば

數
學

究
は
ま
だ
若
い
ジ
ャ
ン

ル
で
あ
る
。
こ
こ
數
年
に
な
っ
て
や
っ
と
そ
の
蓄
積
が
公
表
で
き

る
段
階
に
ま
で
至
っ
た
。
す
な
わ
ち

年
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

續

に
開
催
さ
れ�１
）、

料
集�２
）、
譯
�３
）、
論

集�４
）、
學

書�５
）が
立
て

續
け
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

學

の
た
め
の
入
門

書
・

書
の

は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
本
書
は
待

さ
れ

た
本

の

數
學
入
門
書
と
い
え
よ
う
。

本
書
は
そ
の
書
名
が
示
す

り
、
易
・
風
水
・

・

生
・
處

世
と
い
っ
た

數
關

の

分
野
の
解

を
行
い
、
こ
れ
ら
に

底
す
る
東
ア
ジ
ア
の
宇
宙
コスモロジー
を
探
る

容
と
な
っ
て
い
る
。

の
該
博
な
知
識
に
裏
附
け
さ
れ
た

な
解

は
こ
の
五
分
野
の

基
礎
知
識
を
得
る
た
め
の
辭
典
・
工

書
と
し
て
見
て
も
非
常
に

有
用
で
あ
る
。
目

は

の

り
。

序

な
ぜ
い
ま
東
ア
ジ
ア
の
宇
宙
コスモロジー
な
の
か

第
一

｜
四
季
の
め
ぐ
り
と
自
然
の
リ
ズ
ム
を
感
じ
る
暮

ら
し

第
二

易
｜
萬
物
の
有
機

關
と
共
生

第
三

風
水
｜
大
地
と
人
、
人
と
人
が
つ
な
が
り
あ
う
空

第
四

生
｜
未
病
に
處
す
る
身
體
と

天

人
生

第
五

處
世
｜
身
を
修
め
、
國
家
を
治
め
、
人
の
絆
を
重
ん

じ
る

五
一

『
易
、
風
水
、

、

生
、
處
世

東
ア
ジ
ア
の
宇
宙
コスモロジー
』
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引
用
・
參
考

一

あ
と
が
き

各

の

容
を

括
す
れ
ば

の

り
。
序

は
本
書
の
目

と
構

を

す
る
。
ま
た
本
書
に
お
い
て
「
東
ア
ジ
ア
の

宇
宙
コスモロジー
」
と
は
「
私
た
ち
を
取
り

く
宇
宙
、
天
の
時

と
地
の

空

、
そ
の

に
い
る
人
、
そ
こ
で
の
趨
吉

凶
の
た
め
の
思
想
、

技

」（
一
〇
頁
）
を
指
す
こ
と
を

べ
る
。

第
一

「

」。

の
基
礎
知
識
お
よ
び
陰
陽
五
行

の
解

も
こ
こ
で

せ
て
行
わ
れ
る
。
解

は
基
本

に
は
『
淮
南
子
』

等
の

代

料
に
據
る
が
、

代
以

の

況
に
つ
い
て
も
新
出

土

料
（『
日
書
』
等
）
を
用
い
て

新
の
學

を
補
う
。
舊
來
の

こ
の
分
野
の

書
は
科
學
史
家
或
い
は
日
本
史
家
に
よ
る
も
の

が
多
く
、
中
國
學
專
門
家
に
よ
る
原
典
に
基
づ
い
た
解

は

年

に
あ
っ
て
は
殆
ど
書
店
に
流

し
て
お
ら
ず
貴
重
。

第
二

「
易
」。
易
の
基
礎
知
識
の
解

お
よ
び
日
中
の
易
學

史
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
だ
が
、
江

期
の
土
御
門
家
の
占
例
の
紹
介

な
ど

の
本
領
を
發
揮
し
た
部
分
に
讀
み
應
え
が
あ
る
。
た
だ

し
數
字
卦
な
ど
の
易
の

源
に
關
す
る
解

は
ご
く

な
紹
介

に
留
ま
る
。

第
三

「
風
水
」。
日
中
の
風
水
史
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
。

學
・
建
築
學
か
ら
の
風
水
史
の
解

に
な
っ
て
い
る
。
な
お

米

に
お
け
る
人

學
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

體
の
風
水

究
の

果
に
つ
い
て
は
言

さ
れ
な
い
。

第
四

「

生
」。
經
絡
な
ど
傳
統
醫
學
の
基
礎
知
識
の
解

、

日
中
の

生
理
論
の
紹
介
を
行
う
。

第
五

「
處
世
」。
處
世
を
軸
に
孔
子
、
老
子
、
宋
代
以
降
の

儒
敎
思
想
史
、
江

儒
敎
思
想
史
の

を
行
う
。
本
誌
讀

の

よ
う
な

究

に
と
っ
て
は

知
の

容
も
多
い
か
と
思
わ
れ
る
。

が
、
本
書
は
讀

の
多
く
に
占
い
師
や
好
事
家
が
含
ま
れ
る
で
あ

ろ
う
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
讀

を
想
定
し
て

數
を
深
く
理
解
す

る
に
は
思
想
史

背
景
の
理
解
が
不
可
缺
で
あ
る
こ
と
を

知
す

る
と
い
う
役

を
果
た
す
。
ま
た
本

を

じ
て
本
書
が
巷

に

流
布
す
る
占
い
解

本
と
は
一
線
を
畫
す
る
學

作
で
あ
る
こ

と
を
讀

は
理
解
で
き
よ
う
。

本
書
は
易
・
風
水
・

・

生
・
處
世
を
個
別
バ
ラ
バ
ラ
に

し
て

わ
る
よ
う
な

な
る
解

書
で
は
な
い
。
本
書
を

讀

五
二

『
易
、
風
水
、

、

生
、
處
世

東
ア
ジ
ア
の
宇
宙
コスモロジー
』
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す
れ
ば
か
か
る
五
分
野
に
共

し
て
流
れ
る
思
想
・
發
想
、
生
き

る
た
め
の
規
範
の
存
在
が
確
實
に
存
在
す
る
こ
と
を
讀
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
れ
は

體

に
は
序

に
お
い
て
も
あ
ら
か
じ

め

示
さ
れ
て
い
る
が
、『
易
』
繫
辭
上
傳
「
天
を

し
み
命
を

知
る
」（
一
一
三
頁
等
）
に
代
表
さ
れ
る

天

義
、

な
る

天

義
で
は
な
く
循
環
す
る
宇
宙
と
い
う

提
に
立
つ
「
極
ま
れ
ば

好
轉
」
す
る
と
い
う
價
値

、
お
よ
び
『
老
子
』
第
四
十
四

「
足
る
を
知
る
」（
一
〇
二
、
二
三
〇
頁
等
）
或
い
は
『
易
』
の
艮

卦
に
代
表
さ
れ
る
「
止
ま
る
」「
分
限
を
ま
も
る
」「

度
を
持

つ
」（
二
二
三
頁
等
）
と
い
う
あ
り
方
で
あ
る
。
本
書
は
序

で
提

示
さ
れ
た
か
か
る
考
え
方
が
、
本
書
を

讀
す
る
こ
と
で
確
か
に

五
分
野
に

底
し
て
い
る
こ
と
を
確

で
き
る
構

に
な
っ
て
い

る
（
或
い
は
「
結
論
」
の

を
設
け
て
も
う
一
度
こ
の
こ
と
を

し

て
も
よ
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
）。

た
だ
し
、
本
書
に
お
い
て
は
こ
の
兩

を
統
合
し
て
一
個
の

念
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
臺
灣
の
人

學

で

あ
る
李
亦
園
氏
は
、
個
人
の
命

と
時

と
の

和
（
原

は
和

諧
、
以
下
同
じ
）
と
均
衡
を
圖
る
手
段
が
八
字
や

日
と
い
っ
た

占
い
で
あ
り
、
人

の

營
物
と
自
然
環
境
と
の

和
と
均
衡
を

圖
る
手
段
が
風
水
で
あ
り
、
一
個
の
有
機
體
と
し
て
の
人
體
と

物
や
藥
物
と
の

和
と
均
衡
を
圖
る
手
段
が
傳
統

醫

・

生

思
想
で
あ
り
、
人

と
鬼
神
或
い
は
人

と
來
世
の
關
係
の

和

と
均
衡
を
圖
る
手
段
が
祭
祀
で
あ
る
と
し
、
か
か
る

和
と
均
衡

を
求
め
る
發
想
を
中
國

の
一
大
特

と
見
做
し
、
こ
れ
を

『
禮
記
』
中
庸

か
ら
取
っ
て
「
致
中
和
」
の
宇
宙

と
名
附
け

て
い
る�６
）。
本
書
の
考
え
方
と
も

底
す
る
部
分
が
あ
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
（
た
だ
し
李
氏
は
「

天
」
に
つ
い
て
言

し
て
お
ら
ず
、

そ
の
點
で
本
書
の

義
は
大
き
い
）。

ま
た
、
本
書
の
特

に
、
五
分
野
の
日
本
に
お
け
る
受
容
と
展

開
に
つ
い
て
多
く
の
頁
が

か
れ
て
い
る
點
が

げ
ら
れ
る
。

「
我
が
國
に
は
古
く
よ
り
中
國
か
ら
思
想
や

、
技

な
ど
が

傳
播
し
、
日
本
の
氣
候
風
土
や
地
理
、

、
社
會
、

俗
な
ど

に
合
せ
て
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
、
獨
自
の
形
で
社
會
に

」（
一
四

頁
）、「
風
水
も
日
本
に
傳
播
し
、
江

時
代
に
は
日
本
獨
自
の
家

相
と
い
う
體
系
を
つ
く
り
だ
し
た
」（
一
五
頁
）、「
醫
事
に
つ
い

て
も
、
中
國
傳
統
醫
學
は
、
日
本
の
氣
候
風
土
、

慣
に
合
せ
た

五
三

『
易
、
風
水
、

、

生
、
處
世

東
ア
ジ
ア
の
宇
宙
コスモロジー
』
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鍼
灸
、
按

、
藥
方
な
ど
に
發
展
」（
一
五
頁
）、「

年
我
が
國

で
は

分
に
お
け
る
あ
ら
た
な
風

が
う
ま
れ
つ
つ
あ
る
。

分

に
そ
の
年
の
惠
方
に
向
か
っ
て

べ
る
と
幸
い
が
あ
る
と
い
う

「
惠
方

き
」
で
あ
る
」（
三
二
頁
）、「
東
北
鬼
門
の
考
え
方
は
中

國
か
ら
傳
播
し
た
も
の
の
、
日
本
獨
自
に
發
展
し
て
い
る
。
そ
れ

は
日
本
の
地
理
自
然
、
慣

、

俗
な
ど
と
も
關
係
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
」（
一
六
四
頁
に
引
く
趙
仁
哲
氏
の
言
）、「
日
本
で
は
新

し
い
も
の
が
傳
播
し
、
こ
れ
ま
で
の
傳
統
、
や
り
か
た
と
異
な
る

場
合
、
こ
れ
ま
で
の
傳
統

な
も
の
を
重

し
、
そ
れ
を

し
な

が
ら
、
そ
こ
に
あ
た
ら
し
い
も
の
を
加
え
て
ア
レ
ン
ジ
す
る
傾
向

が
み
ら
れ
る
」（
一
四
七
頁
）。
こ
の
よ
う
に

は
五
分
野
の
受

容
と
展
開
に
お
い
て
日
本
に
獨
自
の
展
開
が
あ
っ
た
こ
と
を

ら

か
に
す
る
。
こ
れ
を
解
釋
し
て
、

は
古
代
中
國
で
形

さ
れ

た
根
幹

思
想
・

（
宇
宙
コスモロジー
）
が
、
日
本
に
傳
播
後
、
上

の

な
變

變

を
し
つ
つ
も
、

治
に
至
る
ま
で
こ
れ
を
「
ド

メ
イ
ン
と
し
た

神
性
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」（
一
六
頁
）
が

あ
っ
た
と
し
、「
表
面

に
は
失
わ
れ
た
よ
う
に
み
え
る
が
、
そ

の

神
は
わ
れ
わ
れ
日
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
な
か
に
も
息
づ
い
て
い

る
」（
二
五
一
頁
）
と
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
當
然
の
疑
問
が
湧
く
。
日
本
に
合
わ
せ
て
ア
レ

ン
ジ
し
獨
自
の
形
に
し
た
時
點
で
そ
れ
は
「
古
代
中
國
の

宇
宙
コスモロジー
」
で
は
な
く
日
本
獨
自
の
宇
宙
コスモロジー
で
は
な
い
の
か
、
と
。

は
こ
の
獨
自
の
展
開
を
も
っ
て
こ
こ
に
日
本
特
有
の
宇
宙
コスモロジー

の
痕
跡
を
見
出
す
べ
き
だ
と
思
う
し
、
な
ぜ
獨
自
に
ア
レ
ン
ジ
す

る
必

が
あ
っ
た
の
か
を

討
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
ま
た

は
そ
う
考
え
な
い
と
し
て
も
、
か
か
る
想
定
さ
れ
る
反
論
や
異
論

に
對
す
る

討
を

し
て
は
じ
め
て
、
各
地
域
に
お
い
て
變

變

に
よ
る
差
異
が
あ
っ
た
と
し
て
も
古
代
中
國
の
宇
宙
コスモロジー
が
東
ア

ジ
ア
に
お
い
て
共

の
「
ド
メ
イ
ン
」
と
し
て
眞
に
機
能
し
て
い

た
こ
と
を
證

で
き
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
一
般
向
け

書
で
あ
る
本
書
に
對
し
て
は

度
の

求
で
あ
ろ
う
し
、
今
後

も
含
め
た

數
學
關

究

が
探
究
す
べ
き
課
題
で
も
あ

ろ
う
。

と
は
言
う
も
の
の
、
本
書
が
提
出
す
る

に
一
定
の
魅
力
が

あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
本
書
が
易
・
風
水
・

・

生
・
處

世
に

底
す
る
東
ア
ジ
ア
の
宇
宙
コスモロジー
を
析
出
し
え
た
こ
と
は
中
國

五
四

『
易
、
風
水
、

、

生
、
處
世

東
ア
ジ
ア
の
宇
宙
コスモロジー
』
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思
想

究
史
上
に
お
い
て
大
き
な
價
値
を
有
す
る
。
例
え
ば
、
東

ア
ジ
ア
に
共

す
る
宇
宙
コスモロジー
の
存
在
は
、

數
學
が
中
國
の
み
な

ら
ず
東
ア
ジ
ア
各
地
域
に
お
い
て
も
受
容
さ
れ
、
今
日
ま
で
傳
承

さ
れ
續
け
て
い
る
こ
と
を
理
論

に

す
る
こ
と
を
可
能
に
す

る
。
本
書
を
今
後
の

數
學

究
の
「
ド
メ
イ
ン
」
と
し
て
、
つ

ま
り
本
書
を
基
礎
に
、
或
い
は

究

の
共

理
解
と
し
て
、

數
學
ひ
い
て
は
東
ア
ジ
ア
思
想
の

史

變

、
地
域

特

を
探
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
よ
り
深
い
分
析
が
可
能
に
な
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
、
本
書
二
〇
六
頁
に
「
人

」
と
い
う
語
の
出
典
に
つ
い

て

べ
る
。『

易
』

卦

傳
「

以
止
、
人

也
。

乎

天

、
以
察
時
變
、

乎
人

、
以

天
下
」
を
本
書
は
「

と
は
仁
智
あ
る
學
問
、
敎

、
藝

な
ど
の
德
が
輝
く
こ
と
を

味
す
る
。
人

は
こ
の

に
も
と
づ
き
、
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の

分
限
に
と
ど
ま
る
こ
と
」（
本
書
で
は

が
省
略
さ
れ
て
い
る
が

卦

の
下
卦
の
離
卦
が

を
示
し
、
上
卦
の
艮
卦
が
止
を
示

す
）
と

す
る
。「
分
限
に
と
ど
ま
る
」
と
は

度
あ
る

態
、

李
氏
の
言
葉
で
い
え
ば

和
と
均
衡
が
と
れ
た

態
と
い
え
る
。

果
た
し
て
我
々
人

學

は
こ
の
よ
う
な

味
で
の
「
人

」
學

た
り
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
人

と
の

和
と
均

衡
を
圖
る

た
り
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
人

學

の
風

、
人

學
の

機
が

ば
れ
る
今
日
に
あ
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
の

宇
宙
コスモロジー
に
立
脚
し
た
「
人

」
學
の

構
築
を
考
え
て
み
る
必

が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
Ｂ
６

、
二
六
七
頁
、
二
〇
一
六
年
二

、

談
社

書
メ
チ
エ
、
一
七
〇
〇
圓
（

別
））

註�１
）

大
野
裕
司
「
國
際
學
界
動
向
「
二
〇
一
三
日
韓
共
同

數
學
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

數
學
へ
の
多
角

ア
プ
ロ

ー
チ
」
報

記
」（『
東
方
宗
敎
』
一
二
三
、
二
〇
一
四
）
を
參
照
。

そ
の
後
、
二
〇
一
五
年
五

一
五
日
に
は
第
六
〇
回
國
際
東
方
學

會
議
（
於
日
本
敎
育
會

）
に
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
國
古
代

に
お
け
る

數
と
思
想
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

�２
）

佐
々
木
聰
『『
開
元
占
經
』
閣
本
の

料
と
解

』（
東
北
大
學

東
北
ア
ジ
ア

究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三
）。

�３
）

小
林
春
樹
・
山
下
克

『『
天

』
の
考
察
﹇
一
﹈』

五
五

『
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處
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（
大
東

大
學
東
洋

究

、
二
〇
一
一
）、
同
『『
天

』

の
考
察
﹇
二
﹈』（
大
東

大
學
東
洋

究

、
二
〇
一
六
）。

�４
）

三
浦
國
雄

『

の
思
想
』（
風

社
、
二
〇
一
三
）、
武
田
時

昌

『

數
學
の
射

』（
京

大
學
人

科
學

究

、
二
〇

一
四
）。

�５
）

坂
出
祥
伸
『

き
あ
う
身
體
』（
關
西
大
學
出
版
部
、
二
〇
一

四
）、
大
野
裕
司
『

國
秦

出
土

數

の
基
礎

究
』

（
北

大
學
出
版
會
、
二
〇
一
四
）、
水
口
拓
壽
『
儒
學
か
ら
見

た
風
水

宋
か
ら
淸
に
至
る
言

史
』（
風

社
、
二
〇
一
六
）。

�６
）

李
亦
園
「
和
諧
與
均
衡
｜
民

信
仰
中

宇
宙
詮
釋
」（
同

『

圖
像
（
下
）』
允
晨

、
一
九
九
二
）、
同
「〞
致
中

和
〝
宇
宙

芻
論
｜
關
于
人

永
續
發
展

理
念
」（
許
在

『
泉
州

史

究
』
第
二
集

中
國
社
會
科
學
出
版
社
、

二
〇
〇
六
）、
等
。
渡
邊
欣
雄
『
風
水
の
社
會
人

學
』（
風

社
、

二
〇
〇
一
）
第
三

第
二

「
風
水
を
め
ぐ
る
環
境

識
｜
李
亦

園
の
理
論
か
ら
」
も
參
照
。

『東方宗敎』バックナンバー 在庫一

６，8・9（合訂本)，10，19，20，23，24，29，32號
各800圓

63，66，67，69，71～82號 各1,200圓

86～88，90號 各2,000圓

91～93號 各2,500圓

95～127號 各2,800圓

なお、82，86，90は在庫が１部のみとなっております。

入のお問い合せは下記へお願いいたします。

〒175-0082 東京 板橋區高島平１－10－２
東方書店業務センター

( 當,田村 正）
ＴＥＬ 03－3937－0300
ＦＡＸ 03－3937－0955

Email:sinaba＠toho-shoten.co.jp
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